
施策分野 ２　本県の教育の課題に応じた教育のあり方

２－９　教職員の資質・能力の向上

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価

○小・中連携して授業研究を行う学校の割合は平成２８年度に引き続き、目標の50%を超えている。

○ＩＣＴ活用指導力の状況の各項目に関する研修を受講した教員の割合は、昨年度よりは下がったが、全国平均並である。
○教員のＩＣＴ活用指導力については、全ての項目について、能力があると回答した教職員の割合が全国平均を下回っている。
○「授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒の割合は、小学校国語、中学校数学では、全国平均を上回っているが、中学校国
語では全国平均を下回っている。
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教材研究・指導の準備・評価などにＩＣＴを活用する

能力があると回答した教職員の割合
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新・次世代教育情報化推進事業 研修の開催回数（回）

教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図るため、平成28年度に育成したICT教育推進指導者による
研修を開催する。（目標値：研修の開催回数30回以上）

－ － 11

英語教育の推進を目的に、県内小・中・高等学校における外国語活動・英語担当教員の指導
力向上のための研修を実施する。
（目標値：英検準１級等を有する教員の割合の増加、求められる英語力（中学校英検３級以上
相当、高等学校英検準２級以上相当）を有する生徒の割合の増加）

25.3
45.4

　　＜スクールソーシャルワーカー等配置人数＞
上段：スクールソーシャルワーカー
下段：生活支援アドバイザー　（人）

34.6
54.0

36.2
53.8

上段：中学校英検３級以上相当　下段：高等学校英検
準２級以上相当を有する生徒の割合(%)

34.1
30.1

48.0
32.8

40.4
33.2

　　＜スクールカウンセラー配置校数＞
上段：小学校　中段：中学校　下段：高等学校

(校)

※平成２７年度以降は、小学校については各中学校区配置のスクールカウンセラーで対応している。

－
104
11

－
104
16

－
104
33

○ＩＣＴ活用指導力の状況の各項目に関する研修を受講した教員の割合は全国平均並であり、教材研究・指導の準備・評価などにＩＣＴ
を活用する能力があると回答した教員の割合も少しずつ向上しているが、ＩＣＴの活用能力では、依然として全国平均を下回っている。
○小学校若手教員育成研修システム開発事業において、平成２９年度は目標値を下回ったが、主体的・協働的な学習を取り入れた指
導計画を立案できると答えた小学校２年目教員の割合は取組前に比して9.9ポイント向上している。今後は、開発した研修システムの
普及・拡大を推進し、若手教員全体の授業力向上を図る必要がある。
○県立教育研究所における研修講座については、継続して目標達成指数を維持しており、平成２９年度の管理職研修等においてスキ
ルが身に付いたと回答した割合は、目標値を9.2ポイント上回っている。
○スクールソーシャルワーカーと同様の業務を担う「生活支援アドバイザー」を平成２８年度から配置しており、支援を行った学校や児
童生徒数が飛躍的に増加（H28年度：延べ85校・344人、H29年度：延べ138校・900人）するなど、活用が進んでいる。
○教職員の育成指標や資質・能力の向上について、大学その他関係者と協議を行うため、「教員育成協議会」を設立し、「奈良県教員
等の資質向上に関する指標」を策定した。
○高大連携による教員養成プログラムを構築するため、プログラム策定委員会を開催した。

相談ケース件数(件)（上段：スクールカウンセラー
下段：スクールソーシャルワーカー）

※平成２９年度もスクールソーシャルワーカーに加えて生活支援アドバイザーを配置し、学校等で児童
生徒の抱える課題の解決に向けた助言や支援体制を構築するためのコーディネートを福祉関連機関等
と連携して行っている。

3
－

3
4

3
6

○平成２８年度中にＩＣＴ活用指導力の状況の各項目に関する研修を受講した教員の割合は39.5%（47都道府県中19位）とほぼ全国平
均並みであるが、教員のＩＣＴ活用能力をさらに高めるために研修内容の更なる充実を図る必要がある。
○「授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒の割合は、小学校国語、中学校数学で全国平均を上回り、割合も増加している。小
学校算数は全国平均と同値となった。中学校国語は割合は増加したが、依然として全国平均を下回っている状況である。今後も分か
りやすい授業の構築に向け教員の資質・能力の向上のための研修の見直し及び内容充実を図る必要がある。
○県立教育研究所の研修講座受講後の評価については、「知識・理解の向上」「スキルの向上」「目的の達成」「活用の可能性」全ての
観点において、95%を超える受講者が肯定的な回答をしている。

英検準１級等を有する教員
（上段：中学校、下段：高等学校）の割合（%）

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の配置を促進する。（目標値：配置数の
増加（前年度比））

2,617
148

2,652
165

2,700
190

管理職研修を充実させるとともに、県立教育研究所の学校教育アドバイザリー係に校長経験
者を配置し、新任校長の支援を行う。（目標値：「管理職としてのスキルが身についた」と回答し
た割合90%以上、新任校長への訪問１校２回以上）

97.1
100

97.3
100

99.2
100

専門スタッフの参画促進

管理職の能力の向上
上段：「スキルが身についた」と回答した割合(%)
下段：新任校長訪問２回以上の達成率(%)

小・中学校合同の授業研究の推進
学期に１回以上合同で授業研究を行う

学校の割合(%)

同じ中学校区の小・中学校教員が参加する公開授業や授業研究等の研修を実施し、異校種
間の円滑な接続とともに教員の指導力の向上を図る。（目標値：学期に１回以上合同で授業研
究を行う学校の割合50%以上）

31.1 68.3 60.1

評価

取組の成果と課題

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

教育研究所研修講座の充実 研修の目標達成指数

教育公務員特例法の一部改正にともない、１０年経験者研修を中堅教諭等資質向上研修とし
て実施時期の弾力化を図るとともに、教科等指導研修を重点化し、研修の充実を図る。（目標
値：研修の目標達成指数（研修受講者に実施したアンケート結果から算出した指数） 80以上）

86.1 85.6 85.1

英語指導力向上研修講座の実施 

主体的・協働的な授業をしていると答えた
小学校２年目教員の割合(%)

奈良教育大学、県立教育研究所、県内小学校が連携し、小学校若手教員を対象にした研修を
実施する。(目標値：主体的・協働的な学習を取り入れた授業をしていると答えた小学校２年目
教員の割合85%以上)

上段：取組名　下段：取組内容

小学校若手教員育成研修システム開発事業

平成２８年度平成２７年度

81.9 83.4

平成２９年度

86.2

- 39 -



英語教育の推進を目的に、県内小・中・高等学校における外国語活動・英語担当教員の指導力向上のための研修を実施する。

英検準１級等を有する教員の割合の増加
研修参加者の満足度90%以上

研修の年間開催回数30回以上

教育研究所研修講座の充実

法定研修である初任者研修・中堅教諭等資質向上研修を含めた若手教職員育成研修、教員免許状更新講習を含めた自己啓発研修、
指導主事などが要請のあった学校を訪問する訪問研修を重点化し、研修の充実を図る。

研修の目標達成指数（研修受講者に実施したアンケート結果から算出した指数）80以上

教職員研修におけるｅラーニングシステム導入に向けての検討

小学校若手教員育成研修

ｅラーニングシステム導入の効果について検証を継続して行う。

ｅラーニングの試行検証結果をまとめる

次世代教育情報化推進事業

教員の情報活用能力の向上を図るため、ＩＣＴを活用した教育を推進する指導的教員を育成するための研修を開催する。

次世代教員養成プログラム（前期）を開始する。
後期プログラムを策定する。

前期プログラムの実施

大学院派遣研修の充実

派遣２年目の教員が県立教育研究所で長期研修員として行う研修の充実を図る。

＊　＊　＊

教員育成協議会の設置

「奈良県教員等育成協議会」を設置し、教員等育成指標に関する協議並びに当該指標を踏まえた研修の充実等、教員等の資質の向上
に関して必要な事項についての協議を行う。

今後の主な取組より (平成３０年度)

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

人事評価制度を本格的に実施し、昇給等へ反映させる中で、より効果的な教職員の資質向上をめざす。

新人事評価制度の本格実施により、教員の資質向上を図る。

管理職の能力の向上

管理職研修を充実させるとともに、県立教育研究所の学校教育支援係に校長経験者を配置し、新任校長の支援を行う。

新人事評価制度の本格実施

「管理職としてのスキルが身についた」と回答した割合90%以上
新任校長への訪問１校２回以上

奈良県教員等育成協議会の設置

高大連携による教員養成システムの構築

英語指導力向上研修講座の実施

奈良教育大学、県立教育研究所、県内小学校が連携し、小学校若手教員を対象にした研修の充実を図る。

主体的な学びや対話的な学びを取り入れた授業をしていると答えた小学校２年目教員の割合85%以上
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